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目的： 

過去の研究で、母体の妊娠高血圧症候群と子どもの神経発達との関連が報告されています。熱性けいれんの発症に

は様々な要因があると考えられていますが、妊娠高血圧症候群との関連については解明されていません。本研究で

は、母の妊娠高血圧症候群の有無及び重症度と子どもの 3 歳までの熱性けいれん発症との関連を調べました。 

 

方法： 

3 歳時までの質問票を用いて、母の妊娠高血圧症候群の有無及び重症度（なし、軽症、重症）と子どもの熱性けいれ

ん発症の有無との関連について、二項ロジスティック回帰分析を実施しました。その際に、熱性けいれん発症との関

連が示唆される共変量について調整しました。さらに、早産児と正期産児に分けた解析も行いました。 

 

結果： 

解析の対象となった 77,699 組の母子のうち、熱性けいれんの有病率は妊娠高血圧のない群、軽症群、重症群でそれ

ぞれ 8.4%、10.6%、10.4%でした。正期産児において、妊娠高血圧症候群の有無及び重症度と、3 歳時点での熱性けい

れんの発症とに統計学的に有意な関連を認めました。早産児では、正期産児に比べて熱性けいれんの発症率が高

かった一方、妊娠高血圧症候群と熱性けいれんの発症とに関連は認めませんでした。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

正期産児での解析で妊娠高血圧症候群と熱性けいれんの関連を認めたことから、妊娠高血圧症候群は早産とは独

立した熱性けいれんのリスク因子であることが示されました。早産児では、妊娠高血圧症候群の有無にかかわらず熱

性けいれんの発症率が高かったことから、早産に関連するその他の要因が、子どもの熱性けいれんの発症に関連し

ていると考えられました。妊娠高血圧症候群は、今回の研究で調べた熱性けいれんだけでなく、様々な神経疾患と関

連している可能性が示唆されていますが、そのメカニズムは解明されていません。 

 

結論： 

母の妊娠高血圧症候群の有無及び重症度と、子どもの 3 歳時点での熱性けいれんの発症とに統計学的に有意な関

連を認め、発症リスク増加の可能性が示唆されました。 

 


